
地域別の施策の展開方向

２　中丹地域

■由良川や舞鶴湾の豊かな自然環境と調和した地域づくり
番号
66

番号
67

平成２３年度 平成２５年度 事業概要及び関連計画等

・H24年度末水洗化普及率（福知山
市、舞鶴市、綾部市）　90％

・管渠及び処理施設の整備
・浄化槽の設置
（関連計画）
・京都府水洗化総合計画2010
　目標：平成32年度までに水洗化普
及率を概ね100％達成

直近の取組の実績（進捗状況）等

・下水道事業
・農業集落排水事業
・浄化槽設置事業

今後の課題等
・リーフレット配布等による生活
排水対策の普及啓発

・同左継続 ・リーフレット等により、家庭や地域で
できる生活排水対策の普及啓発を図
る

・生活排水対策リーフレットを府ホー
ムページに掲載するとともに、住民団
体等へ配布し、啓発。

＜地域の環境特性＞
・地域を貫流する由良川の流域では、豊かな自然や生態系、それらと深い関わりを持つ生活文化が継承されている。
・福知山、舞鶴、綾部の都市地域や長田野、綾部等の工業団地、舞鶴港湾地域などでは生活や産業活動による環境負荷の低減を図るため、廃棄物の減量化や適正処理、資
源循環管理などの取組が先駆的に進められている。
・森林は、戦後植林されたスギ・ヒノキの割合が他の地域に比べ高い。京阪神大都市圏と　の近接性から都市住民による農村地域へのエコツーリズムが注目を浴びつつある。

・都市と農村の住民等による情報交換や交流ネットワークづくりなどを進めるとともに、農山村の生活環境の改善、就労の場となる地域産業の創出などを通じて、自然と共生し
ながら定住できる地域づくりを促進します。

関
連
事
業

平成２３年度 平成２５年度 事業概要及び関連計画等 直近の取組の実績（進捗状況）等 今後の課題等
・共に育む「命の里」事業 ・同左継続 ・里の仕事人・仕掛人の派遣による人

的支援、地域連携組織の運営・活動
助成などを通じ、農山村の再生に繋
がる地域ビジネスを創出

・空き家を改修し、農家民宿を開業
（H24.5　舞鶴市岡田中）

・引き続き推進する

　　　　　【農村振興課】

・由良川や舞鶴港の水質を保全するための生活排水処理施設等の整備や、住民による地域の自然や環境を保全・活用するための多様な取組を促進します。

・より効果的な普及啓発方法の
検討

　　　　　【環境管理課】

平成２４年度
・同左継続

・同左継続

関
連
事
業

・整備の遅れている人家散在地
域における普及拡大

　　　　　【水環境対策課】

平成２４年度
・同左継続

・同左継続
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■農山村の生活文化を守り伝えるエコ・ツーリズムの展開
番号
68

■工業団地を中心とする資源循環型システムの確立
番号
69

工業団地への立地時に、企業に地元
市町村と環境協定の締結を求めてい
る。

・長田野工業団地アネックス京都三和
（直近実績）
　H23.10　1件立地　0.8ha、
　H24. 7　１件立地　0.3ha、
　H25. 4　１件立地　0.6ha、

・共に育む「命の里」事業 ・舞鶴市岡田中等　２８回実施（H25.9
末）

・環境配慮型企業の誘致推進 ・同左継続

・若狭湾国定公園、丹後天橋立大江山国定公園の一角を構成する大江山連峰などの自然や景観を保全するとともに、それらを活用し、棚田の田植え体験など農山村生活や
農林業体験と組み合わせたエコツーリズムを展開し、地域の活性化につなげます。

関
連
事
業

平成２３年度 平成２５年度 事業概要及び関連計画等 直近の取組の実績（進捗状況）等 今後の課題等
・自然公園等施設整備事業 ・同左継続 ・自然公園、自然歩道において関係

市町等が展開するエコツーリズムの
推進に寄与する基盤としての施設整
備を行う

・誘導標識や歩道整備を実施 ・計画的に効果のある施設配置
を展開していく必要がある

　　　　【自然環境保全課】

・同左継続

・平成２６年度の同事業実施に
あたり、視点を変えた取組事例
の紹介や多業種の参加募集に
ついて検討が必要

　　　　【中丹広域振興局】

・工業団地立地企業間の自律
的連携の促進

　　　　　　【産業立地課】

・過疎・高齢化が進む農山村の再生
に取り組む地域連携組織が行う、地
域活性化や絆の再生向けた祭りの復
活や都市との交流イベント等の実施

・工業団地において、企業間の連携による廃棄物の発生抑制、再使用、再資源化などゼロエミッションの実現に向けた取組を促進するとともに、環境配慮型企業の誘致を推進
します。

関
連
事
業

平成２３年度 平成２５年度 事業概要及び関連計画等 直近の取組の実績（進捗状況）等 今後の課題等
－ ・廃棄物減量化講習会の開催

・ゼロエミッションアドバイザーを
１事業所に派遣し、具体的に当
該事業所の廃棄物減量化につ
いてアドバイスを実施
・引き続き、他事業所でゼロエ
ミッションアドバイザーの派遣を
予定

・廃棄物の減量化に実績のある企業
の取組事例等を紹介し、より環境に
配慮した中小企業の取組の推進を支
援することにより、経費削減や経営改
善に繋げていただくことを目的に講習
会を開催
・講習会参加事業所にアンケート調査
を実施し、意欲のある中小企業に対し
ゼロエミッションアドバイザーを派遣
し、具体的なノウハウを提供

・H２５年度新たにアドバイザー派遣を
希望する事業所に、ゼロエミッション
アドバイザーを派遣
・H２４年度のアドバイザー派遣事業
所における廃棄物減量化の実施状況
を確認

・引き続き推進する

　　　　　【農村振興課】

平成２４年度
・同左継続

・同左継続

平成２４年度
・廃棄物減量化講習会の開催
・ゼロエミッションアドバイザーを
４事業所に派遣し、具体的に当
該事業所の廃棄物減量化につ
いてアドバイスを実施

・同左継続



番号
70

　 内訳 53

9

3

83

内訳 306

28

40

など

・地域サポートカウ事業 ・地域サポートカウ事業は平成
24年度をもって終了
現地における技術支援は継続

・サポートカウ（無畜集落に貸し出す
和牛繁殖農家の牛）又はレンタカウ
（府有牛）を放牧することにより、耕作
放棄地の雑草対策や獣害の低減等
に資するとともに、地域行事等に放牧
牛を活用するなど地域力再生の取組
を支援。

・H23年度
　3市3地区　4.33ha　8頭（内ｻﾎﾟｰﾄｶｳ
4）
・H24年度
　2市2地区　1.33ha　6頭（内ｻﾎﾟｰﾄｶｳ
4）
・H25年度
2市３地区　4.1ha　8頭（内ｻﾎﾟｰﾄｶｳ6）

・普及・定着に向けた取組支援、
技術指導の継続

　　　　　　　　【畜産課】

・地域資源循環型農業による地産地消の取組を支援するとともに、放牧による遊休農地の解消や獣害対策など、環境保全につながる畜産を振興します。

平成２３年度 平成２５年度 事業概要及び関連計画等 直近の取組の実績（進捗状況）等 今後の課題等

有機農業

緑肥栽培

草生栽培

冬季湛水

（H24）

・地球温暖化防止等の効果を高
めるため、集団的な取組の促進

　　　　　　　　【農産課】

関
連
事
業

水稲

麦・豆

葉茎菜類

（H23）

・農と環境を守る地域協動活動
支援事業（営農活動支援部分）

・平成２３年度をもって終了 ・地域でまとまって化学肥料と化学合
成農薬を５割削減する取組を支援

取組面積　　　　３８６ｈａ
【農産課】

・有機農業・環境調和型農業支
援事業

・同左継続 ・化学肥料と化学合成農薬の５割削
減に加え地球温暖化防止や生物多
様性保全に効果の高い営農活動を行
う農業者を支援
（人と環境にやさしい農業推進プラン）

取組面積　　　　１４８ｈａ

平成２４年度
・同左継続

・同左継続

・平成２３年度をもって終了
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